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2010年 4月 25日

落雷は防げないが落雷事故は防げる
弁 護 士 望 月 浩 一 郎

はじめに

高槻市体協サッカー大会における落雷事故訴訟において､一審高知地裁判決(2003 年 7 月

1 日)及び二審高松高裁判決(2004 年 10 月 29 日)は､大会主催者も引率教諭も落雷事故を予

見できなかったとして被災者側の請求を棄却しました｡これに対して､最高裁は 2006 年 3 月 13

日､高松高裁の判断を一部破毀し､高松高裁への差戻を命じ､差し戻し審の高松高裁は､ 2008

年 9月 17日､高槻市体協と土佐高校に 3億円を超える賠償を認めました｡

この事件は､被災した生徒の障害の重さ､損害賠償額の大きさ､その後の高槻市体協の破産な

どの経過もあり世間の大きな注目を受けました｡

スポーツ事故の予防にかかわる活動をしてきた一人として､｢落雷事故を予見できない｣､｢落雷

事故を予防できないことはやむを得ない｣という判決が確定することは､自然環境に起因するスポ

ーツ事故の一つである落雷事故予防にとって大きな障害になると考えて､高松高裁での審理の比

較的早い段階から最高裁の審理で上告受理申立理由書(2004 年 12 月 28 日､ 172 頁)及び同

補充書(2005年 6月 15日､ 56頁)を提出するところまでかかわりました｡

結果として裁判所をして｢落雷は防げないが落雷事故は防げる｣という正しい判断を得ることが

でき､財団法人日本サッカー協会､日本高等学校野球連盟はじめ多くの競技団体が落雷事故予

防についての正しい方針を掲げることにつながりました｡

この判決を得なければ､｢やむを得ない事故｣として繰り返された落雷事故のいくつかを予防で

きたと考えています｡

私は、これまでにも､日本高等学校野球連盟､第二東京弁護士会スポーツ法政策研究会､日本

スポーツ仲裁機構及び大阪弁護士会､各地のスポーツ少年団などにおいて落雷事故予防を語っ

て来ました｡

落雷を防ぐことは無理ではないかという認識で来られた方が､｢落雷は防げないが落雷事故は
．．．．．．． ．．．．．

防げる｣ことを理解し､落雷事故を防ぐことはそう難しい事ではないと正しい知識を持ってもらいま
．．．

した｡

私の願いは､スポーツ中の事故により命や健康を害されることを予防することにあります｡落雷事

故について言えば､これを予防する正しい知見を広く理解してもらうことです｡
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私の講演を聴いてくれた教育委員会などの行政関係者が私に､落雷事故予防の知見の普及

のために､講演での配付資料の再配布の許諾を求めた時には､私は｢喜んで｣と言って､気持ちよ

く了解をしてきました｡

今回個人ホームページを立ち上げたところ､当初の予想以上の反響を得､インターネット上の情

報提供の重要性を痛感し､急遽､上告受理申立理由書と同補充書をアレンジし、再配布を前提と

した落雷事故予防の啓発資料を作成し､Web上で提供することとしました｡これが本資料です｡

このような経過で､本資料は､

① 出典を明らかにすること､

② 営利目的で使用しないこと､

③ 改変をしないこと､

の 3条件を承諾いただければ､事前に再配布する旨の連絡(E-mail:info@mczkk.net に配布の

概要をお知らせください)をしていただくだけで､再配布を許諾することを前提として作成されたも

のです｡

落雷事故予防のために活用されることを願って作成したものです｡

なお､本書は､とりあえず 1 日だけの作業でアレンジをしていますので、配布用資料としては、

なお改善余地があると思っており、適宜バージョンアップする予定です。

再配布にあたっては､当該資料が最新版であることを確認されるよう御願いします｡

1 事案の概要

土佐高校サッカー部は､ 1996年 8月 12日から 15日までの日程で高槻市で開催された ｢ 第

52 回国民体育大会サッカー競技開催決定記念大会第 10 回高槻ユース･サッカー･サマー･フェ

スティバル｣に､課外活動としての対外試合として参加しました｡
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土佐高サッカー部は､ 8 月 13 日か

ら､本件フェスティバルに参加し､同日

午後 4 時 30 分頃から第 2 試合(対大

阪トレセン B2 チーム､以下｢本件試

合｣という)を開始しました｡本件試合

は､高槻市が管理する｢高槻市南大樋

運動広場(公園)｣(写真)に設営された

A,B2 面のフィールドのうち B コート(グ

ラウンド北西側)で行われました｡

第 2試合が開始した 5分後の午後 4時 35分ころ､本件フィールドの土佐高側ゴールからみて

左サイドにボールがあり､両チームの選手がそこに集まっており､土佐高チームは一審原告光寿

が､右サイドのスペースを駆け上がって走り始めました｡一審原告光寿の周囲には､一審原告光寿

をマークしていた大阪トレセン B チームの選手 1 名及び同選手の父親がおり､一審原告光寿を

含めて 3 名がいました｡そこで､突然フィールドが明るくなり､大きなぱちぱちという音とギザギザの

稲光とともに､土佐高校サッカー部員であった北村光寿さんに突然落雷し､同人は心肺停止状態

となり､重度後遺障害を残したという事案です(以下｢本件事故｣という)｡

2 失敗例から学ぶことの大切さ

自然環境に起因するスポーツ事故が起こると｢まさか･･･｣｢思いもよらなかった･･｣などという言葉

が必ず聞こえます｡落雷事故もその一つです｡

川における急な増水､海における大きなうねり､海岸近くの沖に向かう強い潮流で､流されて死

亡するなどの事故は繰り返し生じていますが､急な増水、思いがけない大きなうねりがあること、離

岸流について知識があれば､容易に避けられる事故です｡

落雷の事故も実はそんなに難しい話ではないというのが結論です｡

1) 事故事例を知り対策を知れば事故は防げる

｢知彼知己者 百戦不殆

不知彼而知己 一勝一敗

不知彼不知己 毎戦必殆｣
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これは､孫子の謀攻編の一節です｡｢彼を知り己を知れば百戦殆うからず｡彼を知らずして己を

知るは一勝一負す(勝つか負けるかわからないという意)｡彼を知らず己を知らざれば戦う毎に殆う

し｣｡今から 2,400 年前の人類の知恵です｡

孫子は､いかに戦をしないで戦に勝つかという点を謀攻編にまとめており､その一部です。戦の

仕方という点だけでなく､自然災害に基づくスポーツ事故との闘いに置き換えた時に､重要なこと

を語っていると考えています｡

この｢彼｣と｢己｣を､｢事故事例｣と｢対策｣と置きかえて読めば､

｢過去の事故事例を知って対策を知れば事故は防げる｣(知彼知己者 百戦不殆)､

ところが､

｢過去の事故事例もよく学んでいない､対策もよく学んでいない､こういったところでは事故は

必ず起こる｣(不知彼不知己 毎戦必殆)

となります｡

スポーツ関係者の話を聞いている限り､落雷事故対策については､｢彼｣や｢己｣を知ろうとしない

まま､｢彼｣におびえている状況があります｡すなわち､｢事故の原因｣や｢事故の対策｣をよく見ない

まま､｢落雷事故対策大変だ｣とおびえているような状況が広く蔓延しているという実感です｡

2) 危機管理の前に失敗例から学ぶ

宇宙開発事業団の統括リーダーである澤岡昭さんが､ 2002 年

に書いた本が｢日本の企業は NASA の危機管理に学べ｣(写真)

です｡

日本企業は、危機管理ができていないということが書いてある

のですが､｢危機管理｣というのは､｢不測の出来事が引き起こす危

機や破局に対処する政策､体制｣であり､これを行うには､高いレベ

ルの対応が必要です｡

映画｢アポロ 13 ｣で､アポロ 13 号が爆発事故を起こしたときに､

いかに無事に乗組員を地球に生還させるかという事に総力を挙

げて解決方法を考えました。地上では､宇宙船を帰還させるため

にこれをすれば、こういうトラブルが起こるというシミュレーションをして、それをいかに避けるかとい

う解決策を考え出して、破損した宇宙船を無事帰還させました｡起こりうる失敗を地上で確認し､宇
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宙ではこのような失敗を全部回避する､そういう難しいことが｢危機管理｣です｡

これまでに生じたことがない事態に対応する｢危機管理｣に対して､これまでに生じたことがある

｢失敗を繰り返さない｣ということは､｢危機管理｣に比べれば､失敗の原因も解っていますし､対処方

法も解っていますので､対応が容易です｡

澤岡さんは、日本の企業は､｢危機管理｣ができていないだけでなく､｢失敗から学ぶ｣ということも

十分できていない｡失敗を繰り返している｡それが日本の企業の問題であるという指摘をされてお

ります｡｢失敗から学ばないことは怠惰である｣という厳しい言い方もしています｡

この指摘は私も同感です｡同じような事故が繰り返し生じているという点では､スポーツ界は産業

界(労災事故予防)と比べてもずいぶんと立ち後れているという実感です｡

3) 知りやすい｢彼｣(敵)と知りにくい｢彼｣(敵)

先ほどの｢彼｣(敵)を知るという部分ですが､これも｢彼｣(敵)を知りやすい場合と知りにくい場合が

あります｡事故対策でいいますと､過去のトラブル事例がある場合は､現に見えている｢彼｣(敵)､｢危

機管理｣以前の｢失敗から学ぶ｣の世界です｡過去のトラブル事例がある場合ですと､それを解析

するだけで､原因と対策は容易に理解されます｡

ここを押さえてもらえれば､ 100 戦のうち 95 戦はクリアできます｡ 95 という数字はどんなエビデ

ンス(証拠)があるのか聴かれるのですが､これは過去の事故事例の検討からの実感です｡すなわ

ち､過去の事故事例は､ 95%程度は､同じような事故の繰り返しということになります｡

もう一方で､直接は見えない｢彼｣(敵)があります｡これが危機管理になります｡事故事例でいいま

すと､過去に全く同じトラブルは生じていない｡しかし､過去の事故事例に加えて､想像力を働かせ

ると予想できる事故であり､単に過去の事故事例を知ることにプラスして智恵を働かせることで予

防が可能となるのです｡｢危機管理｣まできちんと対処できれば､残りの 100 戦中 5 戦くらいをクリア

して､百戦危うからずになります｡

ちなみに､孫子の言葉でいいますと､直接は見えない敵にどう対処するかということで､

｢鳥起者､伏也

獣駭者､覆也｣

という一節があります｡

｢鳥起つは､伏なり｡獣驚くは､覆なり｣｡これは､鳥が飛び立つところには敵の伏兵がいますよ､敵

の姿が見えなくても､鳥が飛び立つという状況から見てそこに伏兵を考えなきゃいけない｡獣が驚
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いて走っている､敵は見えなくても､これは敵の奇襲の兆しである､だからそういった状況を見たら､

敵が奇襲をしてくると考えなきゃいけない､直接｢彼｣(敵)が見えない場合でも､間接的な状況から

｢彼｣(敵)の存在を察知して対応しなければならないという指摘です｡これが､現在で言うところの

｢危機管理｣です｡すでに､ 2,400 年前の孫子が指摘していることができていないのが､今のスポー

ツ事故対策の現状です｡

落雷事故の予防は､｢危機管理｣のレベルでの対応は必要ありません｡｢過去のトラブル例から

学ぶ｣ということができていれば､容易に解決できる問題です｡

4) 強風によるサッカーゴール転倒事故

｢失敗から学ぶ｣ということと｢危機管理｣の関係についてもう少し説明をします｡

2004 年 1 月 13 日､静岡市の清水第六中学の校庭で遊んでいた 3 年の男子生徒(14)が突風

で倒れてきたサッカーゴールの下敷きになり､頭を強く打って約 1 時間半後に死亡しました｡当時､

静岡県内には早朝から強風注意報が出されており､ 10～ 20m/秒の風が吹いていました｡

ゴールは鉄製で奥行き 1.9m,横幅 7.5m,高さ 2.5m.ネットが張られ､地面には固定されていま

せんでした｡

この事故は､その後､当該校の校長が自殺するという痛ましい展開となった悲しい事故です｡

当該校の 30年以上の体育教員歴があるという教頭(53歳)は｢予想外の出来事だった｣ ｢まさ

か風でゴールが倒れるとは…｣とコメントしたと報じられています｡

事故が起こると共通して言われるのが､｢まさか｣｢想定外｣というキーワードです｡

この学校の校長をはじめとする教員の方々は､強風でサッカーゴールが転倒するということを知

らなかったのでしょう｡しかし､知らないことと過去に生じていないこととは異なります｡

静岡の事故の 4 年前である､ 2000 年 12 月 25 日付読売新聞は､和歌山市立紀之川中学校

のグラウンドで行われた｢和歌山県サッカーフェスティバル｣でゴールが転倒し､サッカー部員が負

傷した事故を報道しています｡事故当時は､強風(最大瞬間風速 26.5m)が吹いており､サッカーの

鉄製ゴール(縦 2.4m,横 7.3m,奥行き 2m)が前方に倒れました｡シュート練習中のサッカー部員 1

年生がゴール上部の枠で後頭部を打ち､負傷したのです｡

ゴールにはネットが張られていましたが､転倒防止のための重しなどは置かれていなかったと報

道されています｡

静岡の事故の当該校の教員が､和歌山の事故を知っていれば､静岡の事故を防ぐことは容易
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なのです｡静岡の事故は､大きく報道されましたが､それでも､サッカーゴールやハンドボールゴー

ル､移動式のネットなどが強風で転倒している事故は続いております｡

2009 年 1 月 11 日の沖縄タイムズは､同年同月 10 日､那覇市那覇西高校で､強風でハンドボ

ールの鉄製ゴールが倒れ､部活でグラウンドにいた男子生徒が､強風で倒れてきたハンドボール

のゴールに頭を打ったが､出血などはなく軽傷であったと報じています｡

2009 年 11 月 5 日の毎日新聞は､愛媛県伊方町三机小学校のグラウンドで､同年同月 2 日、

強風(最大瞬間風速 14.4m)でサッカーの鉄製ゴールが倒れ､小学 4 年の男児にあたり重傷を負

ったことを報道しています｡当該校の校長は､｢サッカー大会を控えて練習をしていて､ゴールを移

動させていたため､固定していなかった｡事故当時は強風だったが､倒れないと思った｡(認識が)

甘かった｣とコメントしており､町教委は 2 日､同町内の小中学校に対し､強風によるサッカーゴー

ル転倒防止(遊具を含めて)の注意喚起を文書で通達し､今後の対応について､｢強風注意報発令

の場合などについて､(固定する)基準を設けたい｣とコメントしていると報じられています｡

2010 年 3 月 13 日の共同通信は､同日､午前 10 時半頃､神奈川県相模原市の相模川河川敷

にあるグラウンドで､少年野球を見学していた女性(40)と次男(4)が､突風で倒れた野球用バックネ

ットの下敷きになり､女性は骨盤を複雑骨折､次男も頭の骨にひびが入り､いずれも重傷であると

報じられています｡

私の願いはこのような同じ事故を繰り返したくないということです｡

5) 5 つの危険の回避能力の高め方

東海大学の野間口英敏先生が 1988 年に書かれた｢体育･ス

ポーツ指導の安全｣という本(写真)があります｡

この本の中では､｢危険の予見回避能力の高め方｣ということ

で 5点指摘しています｡

① 判例から学ぶ､

② 事故報道から学ぶ､

③ 専門書から学ぶ､

④ 指導者から学ぶ､

⑤ 経験･体験から学ぶ､

この 5点です｡
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スポーツ関係者を揶揄する言い方で｢体育会系｣という言葉を

使うときがあります｡科学とか医学という視点が弱いまま､｢経験｣

と｢根性｣だけでことを進めるという意味で使われます｡

このような｢体育会系｣の発想からは､ 4 番目の｢指導者から学

ぶ｣､ 5 番目の｢経験･体験から学ぶ｣は比較的できているのです

が､ 1 ～ 3 番目が弱いという印象を持っています｡野間口先生

の指摘を少し補わせていただくと､ 3 番目の｢専門書から学ぶ｣

は､それ以前に｢児童書から学ぶ｣､｢小学校､中学生を対象とし

た書籍から学ぶ｣､｢一般書から学ぶ｣を先行して実践してもらう

だけで､事故防止が十分できる場合があります｡

落雷事故予防について言えば､｢児童書から学ぶ｣｢小学校､

中学生を対象とした書籍から学ぶ｣ということができていないの

が事故を繰り返す原因となっています｡

ちなみに､野間口先生の本は専門書という位置付けで書かれ

ているというよりは、広範なスポーツ指導者を対象に書かれてい

る本です｡全国体育指導委員会の専務理事と日本体育協会の

国民スポーツ委員会の委員長が推薦しており､その推薦文で

は､スポーツ指導者にとって必携であると紹介されています｡体

育指導委員というのは全国で 53,519名､高知県だけで 469名います(2009年 6月時点)が､この

ような方々に推薦しているオーソドックスな本です｡

このような野間口先生の指摘にそって､落雷事故を回避できる知見があったのかを順に検討し

ます｡

3 警察白書の落雷事故統計が示す事実

まず､警察白書です｡統計的にいいますと､ 1970 年代の初めからこの土佐高校の事件が起こっ

た 1996 年まで、そして最近に至るまでに､次のグラフのとおりの人数が死亡したりけがをしていま

す｡
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一方、雷がある日についても統計がありますので、これと併せて、 10 年単位で平均化して、雷

日数(東京)の変化と落雷による死傷者数・行方不明者数を比較したグラフが次のグラフです。

雷日数は東京の統計を、死傷者行方不明者数は全国の統計を採用しているので、基礎デー

タの範囲が異なるという点は考慮しなければなりません。この点を差し引くとしても、雷の頻度は減
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ってはいないにもかかわらず、落雷による死傷者数は減少している傾向が認められます。

警察白書においても､｢警察白書においては､毎年､繰り返し落雷事故防止の努力に注意を喚

起し､落雷事故防止対策の結果､災害発生数及び被災者数は漸減傾向にある｡｣と指摘していま

す｡落雷という自然現象は減っていないけれども､事故は減っているのです｡

落雷事故件数及び被災者数の漸減傾向は､落雷は避けがたい自然現象であるが､的確な対応

を講じることにより落雷事故は防止しうることを示しているものです｡落雷自体と落雷事故とは峻別

しなければいけません｡落雷は避けがたい自然現象ですが､落雷事故は避けがたくはありません｡

避けることは可能です｡

同じような自然現象に地震があります｡地震も避けがたい自然現象です｡地震も､さまざまな対

策をとることによって地震による被害を防止することを試みておりますが､落雷事故に比べると対

策は難しいです｡地震は､何十分という単位で時間的に特定して､地域を何十キロ単位の半径で

特定することは今はまだできておりません｡ところが､落雷の場合には何十分という時間単位と何

十キロという半径で場所と時間を特定できますから､事故対策も容易なのです｡

4 「学校の管理下の死亡･障害事例と事故防止の留意点｣は失敗事

例集



1 日本体育･学校健康センター(以下｢センター｣という｡)は､日本体育･学校健康センター法(1985(昭
和 60)年法律第 92 号)に基づき設立された特殊法人であり､その目的は､｢体育の振興と児童､生徒

等の健康の保持増進を図るため､その設置する体育施設の適切かつ効率的な運営､スポーツの振

興のために必要な援助､義務教育諸学校等の管理下における児童､生徒等の災害に関する必要な

給付､学校給食用物資の適正円滑な供給その他体育､学校安全及び学校給食の普及充実等を行

い､もつて国民の心身の健全な発達に寄与すること｣とされている｡ http://www.ntgk.go.jp/｡ 2003
(平成 15)年 10月 1日から｢独立行政法人日本スポーツ振興センター｣となる｡

- 11 -

日本体育･学校健康センター
1
は､｢学校の管理下の死亡･

障害事例と事故防止の留意点｣(発行年度により名称は多少

の変動がある)(写真)という書籍をつくっております｡

この書籍のはしがきには次のとおり発行目的が記載されて

います(1989 年版)｡

｢日本体育･学校健康センターが1987年度に災害共済給付

を行った学校の管理下における児童､生徒等の災害の発生

件数は､112万1,000件を数えております｡

児童､生徒等が学校で活発な教育活動を行うときには､

ある程度の事故災害の発生するのもやむを得ないことか

も知れませんが､その著しい増加や重災害の発生には､的

確な防止の手だてを講ずることが､ぜひとも必要であります｡

本センターでは､かねてから､児童､生徒等の事故災害の

防止､学校安全の普及充実のために各種の事業を行ってお

りますが､本書もその一環として作成したものであり､198

7年度に死亡見舞金､供花料又は障害見舞金を支給した死

亡､障害の全事例を収録し､学校の管理下における児童､生

徒等の死亡､障害の全容が明らかになるように図ったもの

であります｡

学校管理下における死亡あるいは障害の原因となった事

故の発生状況をみると毎年同種の事例が見受けられ､安全教
．．．．．．．．．．．．．

育･安全管理にもう少し配慮されていたならば防止し得たであ

ろうと思われる事故例も少なくありません｡これらの事故の発

生状況についてそれぞれの立場で考察を加えることは重要な意義をもつものであります｡

本書に掲げた事例は､毎年繰り返し発生する類似例を初め､ほんのわずかな不注意の結果が､重
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災害に結びついたような事故例も掲載し､安全教育･安全管理に携わる関係者の便宜を図ることとし
．．

ました｡

学校等におかれては､本書に掲げた事故事例を礎とし､児童･生徒等の事故防止に役立てていただ
．．．．．．．．．

ければ､これに過ぎる幸せはありません｡｣

このように､事故の防止に役立てるために製作されている書籍であり､どのように防止するかとい

うと､事故事例=失敗事例を掲載するから､これを繰り返さないようにしようとの内容なのです｡

ここでは､｢毎年同種の事例が見受けられ､安全教育､安全管理にもう少し配慮されていたなら

ば防止し得たであろうと思われる事故事例も少なくありません｣とありますが､私の実感としては､

｢毎年同種の事例が見受けられ､安全教育､安全管理にもう少し配慮されていたならば防止し得

たであろうと思われる事故事例が多くあります｣がより正確だと考えています｡
．．．．．．

ここに掲げた事例は､毎年繰り返し発生する類似事例を防ぐために掲載し､これは全部の学校

に配布されていますので､学校においてはこの過去の失敗例から学んでほしいというのがこの書

籍の目的です｡正に失敗から学ぶべき失敗事例集なのです｡

しかしながら、文部科学省の広報が十分でないのか､｢学校管理下の死亡･障害事例と事故防

止の留意点｣は教職員にほとんど知られていない実態があり､実に良い素材が活用されていない

のです｡

それでは､この本の中に落雷事故がどんなふうに掲載されているのでしょうか｡土佐高校の事件

が発生した 1996 年度に公表されていた直近 6 年間だけに絞り込んで見ても次の 6 例の死亡事

例があります｡

(1) 1989 年度(死亡例)

短縮授業終了後のサッカー部活動時､練習中大粒の雨が降ってきたので軒下へ入った｡雨は

数分であがった｡午後 2時過ぎ､雷が鳴ったが遠かったのでシュートの練習に入ろうと運動場に立

った本生徒は､落雷を受けその場に倒れた｡その場で心臓マッサージを行う一方､病院で救急治

療を受けたが死亡した(中 3男､死-心不全(落雷による電撃ショック))｡

(2) 1990 年度(死亡例)

水泳教室中､雷雨となり中止とし､児童を校舎内に入れ雨がやむまで出ないよう指示したが､本

児が雨の中､運動場西側路側帯を門へ向かったので､戻るように叫んだ瞬間雷鳴とともに稲光が

発生し､ 3 名がうつぶせになり動かなくなった｡他 2 名は意識を回復したが本児は回復せず､死亡

(小 6男､死-急性心不全)｡
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(3) 1991 年度(死亡例)

下校中､雨が降ってきたので急いで帰ろうと､友人の通学路である村道を､本生徒は自転車で､

友人は徒歩通学のため後方 1m を駆け足で通行していた｡そのとき雷がひどくなり落雷に遭った｡

検死の結果､身体とヘルメットの状況から､電流が右耳下(ヘルメットの右あごひもの留め金)により

右の尻の下へ抜けたと推定された(中 1男､死-電撃性ショック)｡

(4) 1992 年度(死亡例)

雷雨となり一時雨がやんだので下校したところ､再び雷雨がひどくなり､落雷の直撃を受けた｡一

緒にいた生徒が意識を回復し近所の人に助けを求め､救急車で病院へ移送し､停止していた心

臓･呼吸も一時蘇生したが 3日後死亡した(中 2女､死-電撃傷による心不全)｡

(5) 1993 年度(死亡例)

体育の授業中､降り始めた雨を避けるため､担当教諭の指示でグラウンドから校舎へ移動して

いたところ､突如大音響とともに落雷を受け､ 13 名が地面にたたきつけられた｡ 12 名は立ち上が

ったが､本生徒は倒れたままだった｡脈を確認し毛布を掛け､救急車で移送したが死亡した(高 3

男､死-電撃傷)｡

(6) 1994 年度(死亡例)

本生徒は､自転車で下校中､落雷に直撃され倒れているのを発見され､救急車で病院に搬送さ

れたが死亡した(高 1男､死-落雷による電撃症)｡

このように､ 1989 年からの 6 年間を見る

と､学校管理下の全死亡者数 417 名のうち

6 名が落雷事故､うち体育活動中の死亡事

故に特定しますと 122 人亡くなっておりま

すが､そのうちの 3 名は落雷です｡パーセ

ンテージでいいますと 2.46%と決して少ない数ではありません｡これが過去の失敗例です｡

5 厚生労働省のガイドライン

全死亡
者数

内落雷事故
死亡者数

落雷事故
の比率

体育活動中 122 3 2.46%

体育活動外 295 3 1.02%

合計 417 6 1.44%

落雷死亡事故比率
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行政はどうしているかといいますと､事故の多いゴルフ場について 1999 年に労働省がガイドラ

インを出しております｡基本的に､雷の気象情報の提供システムを使って判断しなさいと言ってお

ります｡一般的な基準は下記の表のとおりです｡

雷雲が 20km まで近づいてきたら､ここで注意喚起になります｡ 10km よりも内側に入ったとき､

あるいは 10km より外側だけれども移動が速い場合には､避難指示を出します｡それから､再開す

るときには､完全に雷が抜けてぶり返しのおそれがないときでないと再開させてはいけません｡これ

が労働省の 1999 年の通達です｡

ここで宿題を出しておきます｡雷は稲光がしてから雷鳴が届くまで時間差があります｡光と音の

速度の差から生じるのですが､落雷地点が 10km に近づいた時というのは､｢ピカッ｣と稲光がして

から雷鳴が聞こえるまでの時間は何秒の時ですか?考えながら読み進めて下さい｡

6 新聞から学ぶ

今度は報道例で見ていきます｡野間口先生の｢体育･スポーツ指導の安全｣に掲載されていた

新聞とその要旨の抽出を引用させていただいて説明しましょう｡

１　一般的な基準

状況 判断等

①雷雲(雷)が20㎞付近まで近づいてきた場合 「注意喚起」の情報を流す

②雷雲(雷)が更に１０㎞付近まで近づき、その移動方向から
来襲の可能性があると予測される場合　　雷雲(雷)が更に２０
㎞以内に入り、１０㎞付近までまだ距離があるが、その移動
速度が早い場合

直ちにプレーを中止させ、「避難指示」を出すその状況に応
じ、早めに「避難指示」を出す

③雷雲(雷)が完全に抜け、ぶり返しのおそれがなくかつまた、
新たに近づく雷雲がない場合

「プレー再開」の指示を出す(雷雲の去った地域から遂次再開
の可能)

④雷雲(雷)や強い雨雲が引き続き入ってくることが予想され、
時間的にもプレー続行が不可能となる場合

「クローズ」の指示を出す

２　特別な判断事項

状況 判断等

ゴルフトーナメント等で多数のギャラリーが入っている場合、
または、避難に時間を要する入場者がかなりいる場合

雷雲が20㎞付近に近づくまでに予測を行い、「避難の指示」
の判断を下す

場内で施設・装置等の工事が行われているとき、または、避
難誘導に当たる人員、車両が不足しているときなど、避難に
支障をきたすおそれがある場合

その状況に応じて、時間的余裕をとり、所要の判断を下す

気象情報の判断が難しく、その判断に不安が残る場合 その状況を勘案し、時間的余裕をとり、所要の判断を下す

次の状況の場合、上記1に、さらに『余裕』を加え、最終的に判断を下す。

「雷・気象情報提供システム」(フランクリン・ジャパンシステム)を基本とし各種情報を総合的に考察し、判断を下す。
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(1) 福山市のサッカー中の落雷事故

1986 年 5 月 7 日､福山市内の

中学校のサッカーの練習中の落

雷事故です｡教頭先生が言って

います｡｢遠くで雷の音が数度聞こ

えたかと思うと､急にすさまじい音

と黄色い光を感じ､窓ガラスがびり

びり震えた｡まさか生徒を直撃す

るとは｡｣｡

事故が起こると決まって聴かれ

るコメント=｢まさか｣です｡｢遠くで

雷の音が数度聞こえた｣､これが

持つ意味を考えなければいけま

せん｡
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(2) 安部川の河川敷でのサッカー練習中の落雷事故

これは年が特

定できないんです

が､静岡市の安倍

川の河川敷での

サッカー練習中

の落雷事故です｡

校庭が狭かっ

たので河川敷に

行って練習をして

いました｡遠くで

雷が鳴った直後

に発生｡

河川敷のグラウ

ンドというのは､周

囲に避雷針など

の機能を果たす

建築物が少ない

ので､特に危険性

が高い状況になり

ます｡遠雷でもや

っぱり危ないんだ

ということを示して

います｡

特に河川敷のグラウンドのように避難できるスペースが近くにないときには､早めに避難しなきゃ

いけない｡ところが､このような正しい対応が取られなかったために生じた事故です｡
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(3) 1984 年 7 月 20 日 瀬戸市立西陵小学校での野球練習の落雷事故

本事故報道

は､右のとおりで

す｡

この事故報道

では､事故発生

直 前 の 状 況 を

｢落雷当時､空は

少し曇っていた

ものの､雨は降

っておらず､ゴロ

ゴロと鳴る雷鳴

が聞こえた程度

という｣と報じて

います｡

本件では､遠

雷を認知したら

直ちに避難する

必要性があるこ

と､雨が降ってい

ない場合でも ､

落雷の危険性は

あるから ､雨が

降っていないか

らといって避難をしないことは誤っていること､をそれぞれ示している事案です｡
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(4) 7 月 9 日 八幡市木津川河川敷グランドでのソフトボール試合中の社会人

の落雷事故

本事故報道は､

右のとおりです｡

河川敷グラウン

ドでソフトボール試

合中の成人が二塁

ベース上でクロス

プレーとなった際

に､落雷を受け､ 1

名が即死､もう 1 名

も負傷した事案で

す｡

本件事故当時

の状況について､

｢試合途中で大阪

府枚方方面で雷が

鳴り出したが､雨が

降ってこないので

試合を続けていた

という｣と報道され

ています｡

本件では､①河

川敷グラウンドは周囲に避雷針の機能を果たす建築物などが少ないため落雷事故の危険性が高

いこと､②遠雷を認知したら直ちに避難する必要性があること､③雨が降っていない場合でも､落

雷の危険性はあるから､雨が降っていないからといって避難をしないことは誤っていること､をそれ

ぞれ示している事案です｡

(5) 1977 年 7 月 19 日 東京都立上井草総合運動場の国体軟式野球競技予選試
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合中の一塁塁審の落雷事故

本事故報道

は､右のとおり

です｡

国体予選で

ある軟式野球

競技中の一塁

塁審が落雷事

故で死亡した

事案です｡

本件事故当

時の状況につ

いて､｢雨は小

降りで遠くで

雷が鳴ってい

る程度｣であっ

たと報じられ

ています｡

本件は､①

遠雷を認知し

たら直ちに避

難する必要性

があること､②

雨が降ってい

ない場合でも､落雷の危険性はあるから､雨が降っていないからといって避難をしないことは誤っ

ていること､をそれぞれ示している事案です｡
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(6) 1987 年 8 月 14 日 成城学園でのテニス中のプレーヤーのカーボン製ラケ

ットへの落雷事故

本件事故報道は､上記のとおりです｡

テニスのダブルスの試合中､前衛だった被災者がラケットを上げたところ､落雷を受け､重体にな

ったという事案です｡

本件事故当時の状況について､｢午後2時頃から雨が降り､遠くで雷がなっていた｡が､事故当

時､雷鳴はやんで｣いたと報じられています｡

本件では､①雷鳴が一旦おさまっても､｢雷雲(雷)が完全に抜け､ぶり返しのおそれがなくかつま

た､新たに近づく雷雲がない｣(労働省ガイドライン参照)ことを確認するまでは､競技を再開しては

ならないこと､②雨が降っていない場合でも､落雷の危険性はあるから､雨が降っていないからとい

って避難をしないことは誤っていること､をそれぞれ示している事案です｡
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(7) 1986 年 7 月 27 日 京都市内の河川敷近くのグランドでの野球練習中の落

雷事故

本事故報道は､右のとおりであり､｢体育

･スポーツ指導の安全｣ 91 頁に紹介され

ている新聞報道です｡

少年野球大会に向けて練習中の小学

校 6年生が重体となった事案です｡

この事故報道は､本件グランドと同様に

河川敷に近い場所で生じており､｢遠くで

雷がなった｣直後に発生をしている｡避難

指示が出たものの､建物内に避難する途

中で落雷事故に被災をしています｡

｢雷に詳しい｣高知大理学部小川俊雄

教授の次のようなコメントが掲載されています｡

｢年間の落雷による人身被害は全国で数十件､特に野球グラウンド､ゴルフ場などの広い地域で

は､他に落雷する建物などがないため人身被害が出やすい｡熱雷は急激に発生､予測が立てにく

いだけ危険性も高い｡雷がおこりそうになったら､まずグラウンドなどの広い地域から避難するの

が第一だ｡｣

本件では､①本件グラウンドと同様に河川敷に近い場所は避雷効果のある建築物などが少な

く危険性が高いこと､②避難直後には､激しい雨が降り出しているのであり､雷鳴がなくても雷雲

が頭上を覆うような状況では危険性が高く､早期に避難が必要であること､③雨が降っていない

場合でも､落雷の危険性はあるから､雨が降っていないからといって避難をしないことは誤ってい

ること､をそれぞれ示している事案です｡

(8) 小括

これらの｢事故事例｣及びこれらの事故事例を掲載した｢専門書｣である本書から学べることは､

1 本件グラウンドと同様に河川敷に近い場所は避雷効果のある建築物などが少なく危険性が高

いこと､

2 雷鳴がなくても雷雲が頭上を覆うような状況､あるいは､遠雷がある状況では､雨が降っていな



- 22 -

い場合でも､落雷の危険性はあること､

3 雷鳴が一旦おさまっても､｢雷雲(雷)が完全に抜け､ぶり返しのおそれがなくかつまた､新たに

近づく雷雲がない｣(労働省ガイドライン参照)ことを確認するまでは､競技を再開してはならない

こと､

4 河川敷グラウンドのように避難場所が近くにない場合には､通常よりも避難開始を早めにしな

いと避難完了前に被災する危険性があること､

であり､これらを理解しているならば､本件事故は容易に回避できたものです｡

もうみなさんもお気づきでしょう｡スポーツ中の落雷事故の犠牲者は､土佐高校の事件が初めて

ではないのです｡

これまでにも同じような落雷事故はたくさんあった｡これらの事故が､本当に避けられない事故で

あったか否かが問われて､もっと早い時期に落雷事故防止対策が普及していたならば､土佐高校

の事件も回避できたのです｡

この意味では､土佐高校の事件を通じて対策が取られたことは喜ばしいのですが､もっと早い時

期になんとかできなかったのかという忸怩たる思いです｡

(9) 落雷事故防止のための啓発記事

毎年 6 月頃にな

りますと､このような

記事が出ます｡

これは 1988 年

の記事です｡

｢アウトドアの心得･

北川信一郎教授に

聞く｣として､

｢①雷注意報に気

を付ける-雷は雨を

伴うとは限らないの

で､気象庁はこの 4

月から雷雨注意報を雷注意報に改めた｡これが出ていたら屋外に出ないこと｡木造家屋の中では
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まれに事故に遭うので､配電線､電気器具などから 2m以上離れている方がよい｡｣

｢②遠くの雷でも安全なところに移る-雷は雷雲の下に落ちるだけでなく､ 雲から 10km 離れた所

に落ちることもある｡どこかで､ピカッ､ゴロゴロとしたら家の中に入る｡同様に雷雲が遠ざかったよう

でも､すぐに出ないこと｡雷雲中のゲーム続行などは危険｣

と正しい知識を報じています｡

7 書籍から学ぶ

新聞報道の次には､書籍から検討してみます｡

書籍は､本事故当時の高槻市と高知市で得られた資料ということで､高知市の市民図書館､高

槻市の市民図書館を念頭に置いて調べております｡

(1) ｢おもしろ気象学(春･夏編)｣(倉嶋厚著､ 1985 年 5 月)

おもしろ気象学 (春･夏編)(倉嶋

厚著､朝日新聞社､ 1985 年 5 月)

は､雷研究者を対象とした専門書

ではなく､一般人を対象とした書籍

であり､高知市民図書館では一般

書籍のコーナーに置かれていま

す｡

この書籍においては､落雷の危

険性が迫っていることを認識するた

めの雷に対する知識を次のとおり説明をしています｡

｢落雷は雨の降り出す前や小やみのときに多いことがわかっている｡野球やゴルフなどの屋外の競
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技では､つい興にのってプレーの中止がおくれるのか､近年落雷による死者が多い｣｢『雨はまだ降

ってこないが､遠く

の雷鳴を聞いた』

ときがやめどきで

あり､小やみにな

ってすぐのプレー

再開は､最もあぶ

ないようだ｡｣(129

頁)と紹介されて

います｡

(2) ｢夏のお天気｣(矢花槙雄著､ 1986 年 4 月 6 日)

一般書の次の､児童生徒を対象にした書籍を紹介しましょう｡

｢夏のお天気｣(矢花槙雄著､ 1986 年 4 月初版､ 1996 年 3 月 25 日発行)です｡児童生徒を

対象とした書籍であり､高知市民図書館では子ども向け書籍のコーナーに置かれています｡この
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書籍では､落雷の危険性が迫っていることを認識するための知識を次のとおり説明をしています

(初版本から掲載されている部分)｡

｢ 1968年6月2日､谷川連峰の蓬峠付

近は早朝からよく晴れて風も弱く､梅

雨の晴れ間の強い日ざしが照らして

いました｡しかし､9時ごろから積雲が

ではじめ､正午にはほとんど全天を雷

雲がおおいました｡12時7分にかすかな

遠雷がありましたが､まだ雲間には青空

がのぞいていました｡しかしまもなく

小粒の雨がポツリポツリとふりはじ

めました｡

前日から気象観測を続けていた気

象庁山岳部員8人は､天気がしだいに

悪くなるのを見て､予定した最後の13

時の観測のためふたりを残し､ほかの

人はおおいそぎでテントをたたみ山

をおりました｡

残ったふたりは､さっそく観測にとりかかり､A君の持っていた金属性の温度計からB君が気温

を読みとろうとしたその瞬間､とつぜん雷撃をうけてふたりとも意識をうしなってしまいまし

た｡このときA君は東に7m,B君は反対に西に13m飛ばされていたのです｡

5分後､A君は意識がもどり､光る､鳴る､の大雷雨の中でB君に人工呼吸をこころみましたが反

応はなく､近くの蓬ヒュッテにかけこんで助けをもとめました｡落雷から40分後､ B君はようや

く意識を回復したものの､かみなりによる直接･間接の傷害をうけました｡

B君が身につけていたシャープペンシルなどは､ついにでてきませんでした｡がんじょうな登

山靴は､右側だけが内側から想像もできないほどの力でやぶられていました(以上の話は､気象

庁山岳部の会誌｢渓流｣を参考にしました)｡

この落雷では､さいわいに人命だけは助かりましたが､国内では毎年30人ほどの人が落雷によって

死亡しています｡最近の例ではサッカー練習中や河原で釣り遊び中の中学生､野球場の選手や審判､

ゴルファーなど､レジャー中の落雷事故死がめだっています｡｣(24頁)

｢雷鳴の聞こえる範囲は､せいぜい20kmです｡雷鳴が聞こえたら､雷雲が頭上に近いと思ったほうがよ
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いでしょう｡また落雷は雨のふりだすまえやこやみのときにも多いことがわかっています｡遠くで雷鳴が

聞こえたら､すぐに避難し､雨がやんでもすぐに屋外に出ないことがたいせつです｡｣(25頁)

｢草原や運動場などでまわりに建物がないときはしゃがむ｣(25頁)

｢かさやバットなどとがったものを頭より高くしない｣(25頁)

(3) ｢学校でやくだつ災害の本 1 理科室が火事だ！どうする? 火災 雷｣(横

山正編､ 1990 年 4 月)

｢学校でやくだつ災害の本 1 理科室が

火事だ! どうする? 火災 雷｣(横山正編､

1990 年 4 月､右は練馬区立図書館にある

同一図書)
2
は､雷研究者を対象とした専門

書ではなく､小学校中学年高学年を対象と

した児童書であり､児童書のコーナーに置

かれている｡高槻市立図書館及び大阪府

立図書館のいずれにも蔵書があります｡

この書籍では､

｢登山中にピカッときたら… きょうは楽しい遠足です｡あれ?でもなんだか天気がくずれてきまし

た｡雷も鳴りだしたぞ……｡あなたなら､どこへにげるの?どこにかくれるの?｣
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｢臨海学校でピカッときたら… 夏休み中の楽しい臨海学校｡でも､さっきまで晴れてた空が､きゅ

うに暗くなって､大きな入道雲が空

をおおってきました｡さあ､どうしょ

う?｣

という質問から記述が始まっていま

す｡

本件事故当日の天候は､｢三原高

校対武生商業高校の試合の後半の

概ね半ば頃である午後 4 時頃までに

は｣､｢天気がくずれてきました｡雷も鳴りだしたぞ……｡｣｢さっきまで晴れてた空が､きゅうに

暗くなって､大きな入道雲が空をおおってきました｣という状況下にあったのです｡

さて､小学校中学年高学年を対象とした

児童書である｢学校でやくだつ災害の本 1

理科室が火事だ! どうする? 火災 雷｣

(横山正編､ 1990 年 4 月)は､この点につい

てどのような回答を与えているのか｡小学校

中学年高学年向けに与えている回答は右

のとおりである｡すなわち､

｢山の頂上､屋根など高いところ､また

運動場､田や畑､河原､砂浜などたいらで広いところは､すべて危

険なところです｡このようなところにいた場合は､はやくその場所か

らはなれましょう｡｣

と回答を示しているのです｡さらに､次のとおり､

｢ スポーツ中の落雷事故

人体への落雷事故で､いちばん多いのは､スポーツをしているとき

です｡たとえば､野球､ソフトボール､サッカー､テニス､つり､ピ

クニック､ゴルフなどの屋外でのプレー中が危険です｡テニス
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でラケットをふりあげたとき､河原や海岸でつりざおをかかげているとき､ゴルフ場でアイアン

をふりあげたときに落雷した例があります｡金属でなく､木製のバットでもふりあげていると雷

が落ちやすくなります｡遠くでゴロゴロと

雷鳴が聞こえはじめたら､すぐにスポーツ

を中止するようにしましよう｡ゴルフ好き

のお父さんにも教えてあげましょう｡」

と回答を示し､

1 ｢人体への落雷事故で､いちばん多いのは､スポーツをしているとき｣

2 ｢サッカーなどの屋外でのプレー中が危険｣

3 ｢遠くでゴロゴロと雷鳴が聞こえはじめたら､すぐにスポーツを中止する｣

4 ｢運動場､田や畑､河原､砂浜などたいらで広いところは､すべて危険なところです｡このよう

なところにいた場合は､はやくその場所からはなれましょう｣

と教えているのです｡

本書の対象読者である小

学校中学年高学年でさえ､

理解できる表現で次のとお

り記載しています｡

｢遠雷は危険信号!

いかがでしたか?雷につい

て､だいぶわかってきましたか?雷をただむやみにこわがったり､ばかにしたりしては

いけないということも､理解できたと思います｡雷は､たいへんスケールの大きい自然現

象ですから､人間の力でとめるわけにはいきません｡ですからわたしたちひとりひとり

が､雷を理解し､正しい避難方法をとるようにすれば､被害をなくしたり､あるいは最低限

にとどめることができます｡また､雷をあるていど予知して､まえもってさけることも大切で

す｡海や山､ハイキングなど行楽にでかけるときも､雷注意報や､警報がでていない

か注意したり､雷がおこりやすい午後をさけて午前中のはやい時間に出発するなど､

なるべく危険にあわないような計画をたてるのもひとつの手段ですね｡遠くで｢ゴロゴロッ｣と鳴りだし

たら､もう危険がせまっているわけですから､はやめに避難するようにしましょう｡｣

しつこいようですが､念のために整理して記述するならば､

1 雷をただむやみにこわがったり､ばかにしたりしてはいけない｡
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2 雷は､自然現象ですから､人間の力でとめるわけにはいかない｡

3 雷を理解し､正しい避難方法をとるようにすれば､被害をなくしたり､あるいは最低限にとど

めることができる｡

と正しい知識をもてば､被害を回避できるとし､具体的な方法として､事前に避ける方法には次

の 2点を上げている｡

1 雷をあるていど予知して､まえもってさけること----海や山､ハイキングなど行楽にでかけると

きも､雷注意報や､警報がでていないか注意したり､雷がおこりやすい午後をさけて午前中の

はやい時間に出発するなど､なるべく危険にあわないような計画をたてる｡

2 遠くで｢ゴロゴロッ｣と鳴りだしたら､もう危険がせまっているわけですから､はやめに避難す

るようにしましょう｡

(4) ｢ぴかっごろごろ-たのしいかがく｣(フランクリン･M･ブランリー､ 1973 年)

これまでの本は漢字が含まれている書籍でしたが､

次はひらがなだけで書かれた本です｡

｢ぴかっごろごろ-たのしいかがく｣(フランクリン･M･ブ

ランリー､ 1973 年､右は練馬区立図書館にある同一図

書)は､児童書であり､高槻市立図書館では児童書のコ

ーナーに置かれ､ 7 冊の蔵書 3 がある｡この書籍では
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落雷に遭わないための避難方法について児童に分かるように次のとおり書かれています｡

｢ いなずまは のはらにいる うしや うまを ころすことも あります｡

にんげんだって しぬことがあります｡いなずまに うたれて

しぬひとは たいてい ひなんのしかたを しらないからです｡ちゃんと

ひなんできれば いなずまは こわいものでも なんでも ありません｡

(略)

のはらで かみなりに あったら ぽつんとたっている

たかい 木の下に いては いけません｡ ふつう かみなりは

そのへんで いちばん たかいものに おちるからです｡

ひろい のはらにいたら できるだけ しせいを ひくくしましよう｡
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たちあがっては いけません｡ たちあがると あなたが

そのへんで いちばん たかいもの

に なってしまいますよ｡

はりがねの かきねや じめんに

たっている てつの パイプの

そばからも はなれましょう｡

きんぞくで できているものは 電

気が つたわりやすい からです｡

むしあつい なつの ごご､ くろい 曇

が でてきたら､

あんぜんな ところから みていてごらん

なさい｡

曇が ひろがってきて てんきが かわ

ることが あります｡

いなずまが ひかって かみなりが なり､ 風がふいて､

雨が ざあざあ ふってきます｡

むかしの ひとは いなずまというの

は かみさまが おこって

火の ゆびを つきだすのだと おも

っていました｡

また､ かみさまの うなりごえが か

みなりの おとになるのだと､

おもっていました｡ ですから むかしの ひとたちは､ かみさまを

おそれるように かみなりを おそれていました｡

けれども いまは かみなりを おそれることは ありません｡

みなさんは かみなりの おとや いなずまが どうして おきるか

しっていますし､ また どうすれば あぶなくないかも

ちゃんと わかっているのですからね｡｣
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(5) 小括

一般書レベルではなく､小学生を対象として漢字に全部ルビが振ってある書籍やひらがなだけ

の児童書に書かれているレベルの知識さえあれば､

｢いなずまに うたれて しぬひとは たいてい ひなんのしかたを しらないからです｡ち

ゃんと ひなんできれば いなずまは こわいものでも なんでも ありません｡

という正しい対応が可能なのです｡

8 落雷事故についての危険認識力が低下した理由

ところで､今紹介したような雷に対する正しい認識が､現在はずいぶん低下していると思ってい

ます｡

かつて日本では､怖いものの順番として､｢地震､雷､火事､親父｣と､ 2 番目に雷が挙がっていま

した｡｢親父｣が怖くなくなったのはさておき､地震と火事についても､地震対策あるいは防火対策が

進んできましたので､かつてに比べて危険性は低下しました｡

落雷事故については､ビジネス街や住宅街の多くでは人身被害という点での危険性がほぼ消

滅しているというのが現状です｡これが危険性に対しての認知能力を低下させた原因です｡

私が虎ノ門にある事務所から築地にある自宅に帰る途中で落雷事故に被災するような場所は

ありません｡周りの高い建物がすべて避雷針の役割を果たすからです｡ですから､日比谷公園の

中を通るなどということをしない限り､落雷事故に遭うなんてことを考えなくても過ごせるような時代

になっています｡

私自身が経験した事例であります｡私は 36 期という 1984 年登録の弁護士ですが､ 6 年ほど前

の夏に､ 2 期先輩の 2 人の弁護士と同期の 1 人の弁護士 4 人でゴルフに行きました｡ティーグラ

ウンドでティーショットを打った直後に､どうも雲行きが怪しいなと思っていたところ､｢ピカッ｣と稲光

がしたものですから､｢さあ逃げるぞ!｣と､ 4 人でカートに乗って逃げました｡一緒にプレーをしてい

た弁護士は､｢まだ大丈夫だよ･･｣と言っていましたが､｢雷のことは俺の言うことを聴け｣と強引に避

難することとしたのです｡

そのホールのグリーンまで行ったら避難小屋があるかと思ったのですが､あいにく避難小屋がな

く､もう一ホール駆け抜けて茶店まで行くカート道路が窪地を通っていたので､茶店まで駆け抜け

ていきました｡

駆け抜ける途中､仲間が､｢フェアウェイにある俺のボールを拾ってくるよ｣と言うものですから､
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｢ばかを言っちゃいけない､何百円のボールか知らないけれども､ボール 1 個のために命をかけて

どうするんだ｡｣と。

結局､我々が茶店に行く前に､我々の 1 つ前の組がちょうどグリーンの近くにいまして､さらにそ

の次のホールも 1 ホール駆け抜けましたので､さらに 2 組､ですから我々の前に 3 組いたんです

が､それを全部追い越して逃げてきました｡当然､その前にいた人にも､危ないですから早く逃げな

さいと声をかけましたけれども､避難した組は 1 つもありませんでした｡

私どもが茶店に入った後､次第にみんな上がってきたんですが､そのうちに雷はひどくなってく

るわ､雨はざんざん降りで､大丈夫かなと思って見ていましたところ､私どもが抜けてきた 3 組のうち

2 組はちゃんと無事に茶店に入りまして､よかったねと｡最後の 1 組の 2 人がカートに乗ってきたも

のですから､これもよかったね､事故に遭わなくてと思ったら､茶店に入らずに､次のティーグラウン

ドの近くの木の下に入って雨宿りしたんです｡

｢ばかなことをやってないで早く入りなさい｣と大声で声をかけたのですが､そのころは雷の音が

ひどくて声が通らなかったんです｡そうこうしているうちに近くの木に大きな落雷がありました｡私た

ちはどこに落ちたか分かりませんでした｡その後､前のティーグラウンドまで行った 2 人が､青白い

顔をして茶店に戻ってきたんです｡｢近くの木に落ちたみたいで､俺らの体も雷が走って､まだ焦げ

臭いにおいがする､火薬の焦げたにおいがする､腕がしびれている｣と言いながら来たんです｡多

分､大きな木に落ちた雷が枝分かれして､そのうちの 1 つぐらいが当たったんでしょう｡メインでなく

て本当によかったんですが､大人でもこの程度の認識しか持っていないというのが今の現状だろう

と思います｡

9 落雷事故を避けるための正しい知識

雷の学会である日本大気電気学会が一般向けに出しているパンフレットでは､｢雷鳴が聞こえる

とき､入道雲がもくもく発達するとき､頭上に厚い雲が広がるときには直ちに避難しなさい｡雷鳴は

遠くかすかでも危険信号ですから､すぐに避難しなさい､これが正しい知識です｡空に雷雲がなく

なっても 20 分ぐらいは様子を見なさい｣と書かれており､これが正しい知識です｡

ですから､対応は簡単なんです｡

① ｢ぴかっ｣と光ったら逃げる｡

② ｢ごろっ｣と聞こえたら逃げる｡

③ 雷雲が完全に消えるまでは避難し続ける｡
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これだけ守れば雷からの事故は防げます｡避難すべき時に避難せずに､ぎりぎりどこまで大丈

夫だろうかと命をかけて勝負をするから､事故が生じるのです｡｢ぴかっ｣と光ったら逃げる｡｢ごろっ｣

と聞こえたら逃げる｡雷雲が完全に消えるまでは避難し続ける｡この対応さえしていれば全然難しく

ないんです｡振り仮名の振ってある本の言うとおりにしていればいいのです｡これが落雷事故対策

です｡

10 スポーツ界における落雷事故対策

(1) 高校野球における甲子園球場

スポーツ界における落雷事故対策です｡私

は､ 2007 年､日本高等学校野球連盟の特待

生問題の有識者会議に加わりましたが､きっ

かけは落雷事故対策について日本高等学校

野球連盟と意見交換をしたことでした｡甲子

園球場というのは､球場自体にも 14 本の避雷

針(2009 年改修前)が設置されていますが､レ

ーダー情報をリアルタイムで入手して､ 40km

以内に落雷地点が入りますと｢要注意｣の対

応とし､ 20km 以内に入ると避難をします｡甲

子園球場ですから､ 5 万人の観客の場合があ

りますので､避難するのに時間がかかるからで

す｡これくらいの対策をとっています｡そのことを教えてもらいに行ったのが､私が高野連とかかわる

きっかけになりました｡

日本高等学校野球連盟は､全国大会だけでなく地方大会でもレーダーシステムを逐次導入し､

落雷事故防止活動を進めています｡

(2) ゴルフ場
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ゴルフ場についても､レ

ーダー情報を使ったり､あ

るいはサンダーメーター､

これは商品でございます

ので必ずしも宣伝をする

つもりはないんですが､こう

いったものを導入している

ところが多いです｡

フランクリンシステムは､

レーダーによるに雷雲の

関知システムです｡この商

品の紹介用のレーダー図

を使って説明をしましょう｡

①のレーダー図では､ 13 時から 13 時 40 分の雷について､ブルーが 13 時から 13 時 10 分､緑

色が 13 時 20 分まで､橙色が 13 時 30 分まで､赤色が 13 時 40 分までというように時間ごとの落

雷地点が出ています｡中心から 10km が警戒円､ 30km が注意報円です｡ですから､ 13 時 40 分

の時点でいいますと､中心から北西方向に注意報円に乗っかったぐらいのところに 1 つ雷雲がご

ざいます｡もう一つ､北東

方向にかなり警戒円に近

いところで大きい雷雲が

あるのが分かります｡です

から､これをどう見るべきな

のかということになります｡

さらに時間を追います

と②が 13 時 40 分から 14

時 20 分のレーダー図に

なりますが､当初一番警

戒対象であった北東方向

にあった雷雲は遠ざかる

方向に移動し､遠ざかっ
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ていくので､ほぼ安全な雷雲になりつつあります｡

ところが､北西方向にちょこっとあった雷雲と南西方向にあった雷雲が､それぞれ発達しながら

近づいてきます｡この段階で

は既に半径 10km にかなり近

いですから､注意報を発令し

て避難しなきゃいけない時期

になります｡

それからさらに 40 分経過し

た 14 時 20 分から 15 時のレ

ーダー図が③です｡もう真上

に雷雲が来ています｡ですか

ら､このときに避難が完了して

いなければ､事故に遭うことに

なります｡

さらに 40 分経過すると､頭上にあった雷雲は北東方向に抜けていきます｡これが④です｡

10km の円にまだ近いとこ

ろにありますが､遠ざかってい

きますので､この傾向が変わら

ない限り､もう少しで安全にプ

レーは再開できる状態になり

ます｡

こうしたレーダーシステムは

有料の情報提供システムで

すが､東京電力のレーダーシ

ステムなどもほぼ同様の情報

を提供しており､無料で､だれ

でも使えます｡大まかな雷雲

の動きについては､この東京電力のシステムで十分対応可能です｡

インターネットアクセスの可能なところであれば､屋外であってもノートパソコンを 1 台持ってい

けば十分対応できます｡
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11 落雷事故を回避するための基礎知識

(1) 金属を身につけると危ない?

基礎知識ですが､落雷に遭わないためには金属類をつけていなければ大丈夫だというのは誤

りです｡人間の体というのは抵抗値が 300 Ω程度ですから､大気に比べれば金属と同じような導電

体であることは同じですので､金属をつけていようがつけていまいが落雷事故に遭います｡ただ､

頭上よりも高いところに差し出すと危ないです｡例えば､釣り竿を上に出す､傘を差して頭上よりも

高いところに金属がある､これは危険です｡

(2) 木の下は安全?

木が避雷針のかわりになるので木下に避難するのが

いいというのは､全部間違いではありませんが､条件があ

ります｡まず､木の高さと角度が重要になります｡ 45 度で

見上げる角度が必要です｡それともう一つは､ 2m 以下

に近づきますと､先ほど私が紹介した例のように､いった

ん木に落ちた雷が人間に飛ぶという形で落雷事故に遭

います｡

2005 年､藤沢で､犬の散歩中に公園の大きな木下で

雨宿りをした親子が､雷が落ちて､その木からさらに雷が

落ちてきて亡くなっております｡木に近づき過ぎていけません｡それから､枝下から 2 メートル離れ

なきゃいけない｡

ちなみに､これが何に書いてあったかといいますと､｢スポーツジャスト 2007 年 7 月号｣というスポ

ーツ少年団の機関誌です｡そんな難しい本ではありません｡上の図もスポーツジャストからの引用

です｡

(3) 雨が降り出す前､やんだ後は安全?

雨が降り出す前､やんだ後は安全である､これは先ほどから繰り返し言っていますように､危ない

ということになります｡高野連の夏の全国高校野球の大会運営マニュアルでは､雷雲が 40km に

近づいたら警戒をし､ 20km以内で避難をすることになっています｡

ラジオが役に立ちます｡雷注意報などが出ればラジオでも速報で言いますので､そういう意味で

もラジオは使えます｡さらに､先ほどのサンダーメーターと同じ理屈で､ AM ラジオの場合にはがり

がりという空中放電の雑音が入りますので､そういう意味でラジオを持っていくというのも一つの方
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法です｡

12 高槻市の落雷事故の発生状況

これが落雷のあった高槻市のグラウンドです｡広いグラウンドで､サッカー場を 3 面とれるような

施設です｡周りには高い建物はございません｡淀川の河川敷です｡あえて言えば､周囲のネットを

張っているコンクリート柱が事実上避雷針の役割を果たしてくれる程度です｡

これは､事故があった後のこのグラウンドの注意書きです｡｢荒天時の屋外でのスポーツ活動は

危険が伴います｡

特に雷､光化学ス

モッグ注意報が発

令されているとき

は大変危険です

ので､施設の使用

責任者は活動を

中止する等､適切

な措置を講じてく

ださい｡｣､事故の

前からあればもっ

とよかったと思いま
82
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すが､現在ではこういう対策が講じられています｡

この落雷事故は､午後 4 時 35 分頃発生しています｡それまで全く予期できなかったんでしょう

か｡既に 4 時間弱前の 1 時 50 分の時点で､雷雲が上空にあらわれ､小雨が降り始め､時に遠くに

雷鳴が聞こえるような状態だった､これは最初の控訴審の事実認定です｡午後 1 時 50 分の時点

で､土佐高校のサッカー部の選手の中には､その試合の前後に､落雷防止のため､首にしていた

ペンダントを外す者などもおり､被災した生徒もチームメイトに､ペンダントを外したほうがいいかを

聞いたりしていた｡このペンダントを外すという行為は落雷事故防止には何の効果もありませんが､

参加をしていた生徒たちも､ 1 時 50 分の段階で落雷の危険性を感じていたという点がポイントで

す｡

午後 3 時頃から開始された本件事故時の一つ前の試合､三原高校対武生商業高校の試合で

は､試合開始直後から空には暗雲が立ちこめて暗くなり､ラインズマンがラインを確認しオフサイド

の判定をするのが困難なほどの豪雨が降り始め､後半も激しく降り続きました｡ 3 時 15 分頃大阪

管区気象台から雷注意報が発令されました｡残念ながら､雷注意報も知らされないまま､ 4 時 35

分､事故が起こっています｡

13 裁判所の判断

(1) 破毀された高松高裁判決

高松高裁の当初の高裁判決です｡｢本件グラウンドに居合わせたサッカー指導者のほとんどが

本件落雷事故が発生するまでは落雷の危険性を全くあるいはほとんど感じていなかったことが認

められる｡雨がやみ､空が明るくなり､雷鳴が遠のくにつれ､落雷の危険性は減弱するとの認識が一

般的なものであったと考えられ､平均的なスポーツ指導者においてもこの認識を超えて上記知見

を具有すべきであったと認めることはできない｡｣｡スポーツ指導者という点はともかくとして､実際に

プレーをしている大人であっても､先ほど私が紹介した事例のように､正しい知識を持っていないと

いう事実は広範にありました｡｢教諭-これは監督であり引率する教諭です-において､本件フィール

ドの選手に落雷することを予見することが可能であったとは言えず､またそのことを予見すべき義

務があったとまでは言えないと言うべきである｡｣。これが当初の高裁の判決でした｡ 2004 年 10 月

26 日です｡

(2) 差戻審の高松高裁の判決

差し戻し審の 2008 年 9 月 17 日の判決です｡｢土佐高校の第 2 試合の開始直前ころには､本

件運動広場の南西方向の上空には黒く固まった雷雲が立ちこめ､雷鳴が聞こえ､雲の間で放電が
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起きるのが目撃されていたというのである｡そうすると､上記雷鳴が大きな音ではなかったとしても､

同校サッカー部の引率者兼監督であった教諭としては､上記時点ころまでには落雷事故発生の

危険が迫っていることを具体的に予見すべきことが可能であったと言うべきであり､また予見すべ

き注意義務を怠ったものと言うべきである｡このことは､たとえ平均的なスポーツ指導者において落

雷事故発生の危険性の認識が薄く､雨がやみ､空が明るくなり､雷鳴が遠のくにつれ､落雷事故発

生の危険性は減弱するとの認識が一般的なものであったとしても左右されるものではない｡なぜな

ら､上記のような認識は､1996年までに多く存在していた落雷事故発生の危険性に関する前記の

各記載等の内容と相いれないものであり､当時の科学的知見に反するものであって､その指導監

督に従って行動する生徒を保護すべきクラブ活動の担当教諭の注意義務を免れさせる事情とは

なり得ないからである｡｣｡

先ほど申し上げた児童書､漢字に全部振り仮名が振ってあるような児童書の知識を持っていな

いということ自体が､規範的に非難されているという差し戻し審の判決でございます｡

14 事故は無知と無理から生じる

私は､事故は何で生じるのかと問われますと､｢事故は無知と無理から生じる｣と答えております｡

この土佐高校の事故も無知と無理から生じた典型的な事故であります｡

まず､無知という点からいえば､落雷事故に対する無知､雷に対する科学的な知見､そんな難し

い知見ではありません｡｢お父さんにも教えてあげましょう｣というように児童書に書いてある程度の

知識を持っていなかった｡

もう一つは無理です｡この大会は､予備日が日程に組み込まれていませんでした｡そうすると､落

雷の危険があるからと半日試合を中断してしまいますと､大会が予定された日程内で決勝戦まで

進めません｡こうした無理が事故を引き起こしています｡

15 責任ある大会運営をするための教訓

さらに大会運営上の問題点もあります｡この大会の正式名称は､｢第 52 回国民体育大会サッカ

ー競技開催決定記念大会第 10 回高槻ユース･サッカー･サマー･フェスティバル｣です｡共催は､

財団法人高槻市体育協会サッカー連盟､社団法人高槻青年会議所です｡

この前段､｢財団法人高槻市体育協会サッカー連盟｣という記載は､｢財団法人高槻市体育協

会｣なんでしょうか､それとも｢財団法人高槻市体協｣に所属をしている｢高槻市サッカー連盟｣なん

でしょうか｡高槻市体協が主催ということであれば､サッカー連盟はそれを担当している部署にしか

すぎません｡サッカー連盟が主催と見るならば､それは財団法人高槻市体協に所属していますよ
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という肩書きでしかありません｡

こういう責任の所在があいまいになった例は少なくありません｡さらに､その下に主管というのが

あります｡高槻ユース･サッカー･サマー･フェスティバル実行委員会､これは高槻市の大阪府下の

サッカーの監督なんかをしている先生が中心になって集まっていた実行委員会です｡後援が高槻

市の教育委員会でした｡

このサッカー･サマー･フェスティバル実行委員会のような実行委員会形式というのは広く使わ

れています｡いろいろな人たちの力を集められる､集団の知恵と力を集められるというメリットがあり

ます｡その一方で､弊害としては､集団無責任体制になりやすいことです｡だれが責任者かはっきり

分からない｡先ほど言いましたように､予備日程を組んでいませんので､試合の中断ということは決

勝戦まで進めないという重い決断を現場で迫られることになります｡では､その決定権はだれにあ

るのか､どのような判断基準をとるのかがはっきりしていない｡こうした大会の運営上の弱点､それか

ら先ほどの無知と無理､これが重なり合って生じてしまったのが､今回の悲しい事故だろうと思って

います｡

16 防げる事故を防ぐための努力が必要

私自身は､一審の原告代理人という紹介を受けましたが､私は一審段階では全く関与しており

ません｡高裁段階､上告審での責任論についてはすべての書面を私が書いておりますけれども､

それから後はいろいろな事情がありましてこの事件からは離れております｡被害者には､目も見え

ないで車いす生活という非常に重い後遺障害が残りました｡こうした重い障害を持つような子供た

ちをつくりたくない､死亡例をつくりたくないというのが､私がスポーツ法にかかわっている基本的な

動機であります｡

事故の大半を予防することはそんなに難しくありません｡

野間口先生が書いているとおり､今日正にやっているのが判例から学ぶという学習方法です｡

事故報道から学ぶ､専門書から学ぶ､指導者から学ぶ､経験･体験から学ぶ｡すべての競技に共通

な自然環境で起こる事故もありますし､競技ごとに特徴的な事故があります｡野球ならばこことここ

に力点を置いたら防げる､サッカーだったらここ､こういう競技に応じた特徴ある事故を繰り返すこと

を何とか防ぐことができれば､今ある事故の 95%は防げるというのが実感です｡

ですから､今回のこの企画を糧にしていただいて､スポーツの現場において無知と無理を減らし

て､特に子どもたちの命と健康を守るために指導者として努力していただきたいと考えています｡
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